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理 念
相手の心情に寄り添う愛のある医療を笑顔で実践します

P r a ct i c e m e d i c i n e f ro m t h e h e a r t,
c re ate s m i l e s  eve r y day

運営方針
LOV E a n d S M I LES

呼吸器外科紹介
3D-VATSと徹底した周術期リハビリ管理で安全な手術を目指します
� 呼吸器外科医長　三村　剛史
　呉地域の皆様におかれましては、平素より呉医療センター・中国がんセンターの診療に多大なご理
解、ご協力をいただきありがとうございます。
　新年度を迎え当科は山下芳典 (科長)、三村剛史 (医長)の呼吸器外科専門医２名に、鍵本篤志、宮
本竜弥のレジデントを加えた４名体制で診療を行っています｡肺癌を中心に、悪性胸膜中皮腫、縦隔
腫瘍、気胸、膿胸、横隔膜疾患など胸部外科対象疾患すべてに対応しており、最新機器を導入した低
侵襲手術から、他科との連携が必要な拡大手術まで幅広く治療を行っています。ここでは当科の特徴
を３つ挙げます。
　①　呼吸器内科・外科、放射線診断科、病理診断科合同で横断的呼吸器カンファレンスを毎週行っ
ています。先進的な医学情報を共有し、術前術後の症例検討のみならず、治療戦略に困る症例検討
や、興味深い病理診断が得られた症例検討を重ねています。最適な治療方針の提供に寄与するのみな
らず、若手・研修医は元より、すべての医師の教育・研鑽に貢献しています。

宮本竜弥 医師 山下芳典 臨床研究部長
呼吸器外科科長

三村剛史 医長 鍵本篤志 医師

症例年度別推移（内視鏡手術割合）症例数円偏光メガネを装着し3D-VATSを行っています
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　②　低侵襲な鏡視下手術を積極的に適応しています。特に2015年夏に導入した３D内視鏡システム
を使用した胸腔鏡下手術(３D-VATS)では、サングラスのような円偏光メガネをかけることにより、
胸腔内をモニターで立体的に見ることができます(写真１)。手術に携わる全ての者が立体的な同じ視
野を共有し、さらに拡大視も合わさって、通常の二次元の完全胸腔鏡下手術と開胸手術の利点をあわ
せたような環境下で手術を施行しています。手術時間短縮や出血量減少などの安全性に寄与してお
り、さらに現在ではレジデント教育にも非常に有用であると実感しています。
　③　包括的呼吸リハを取り入れ、多職種チームで術後の合併症予防、早期退院を目指して取り組ん
でいます。術前よりリハビリテーション・栄養療法・口腔ケアを、手術当日には超早期離床を積極的
に行うことにより、術後合併症は減少しており、学術的には国内外学会発表、論文での発信を重ねて
います。呉地域は高齢化が進んでおり、80歳代の手術も増えています。そういった方々も含め当科で
手術を受けていただいたすべての方に、元気に退院していただくことを目標に、きめ細やかな周術期
管理を行っています。
　退院後は地域医療機関での日常診療と情報共有し、迅速な対応を心がけたいと考えており、地域医
療機関の皆さまとのスムーズな連携を深めていきます。引き続いて変わらぬお引き立てをよろしくお
願いいたします。

呼吸器外科　外来担当表（初診は月・水・木曜日に受け付けています。急患は随時受け付けています。）

診察時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

午前 三村
（中皮腫外来） （手術） 三村

（気胸外来）
山下
鍵本 （手術）

午後 山下 （手術） 宮本 （手術）

総合診療科紹介
� 総合診療科　中村　浩士
　この度、呉医療センター・中国がんセンター　総合診療科へ科長として着任いたしました中村浩士
（なかむらひろし）と申します。呉地区における総合診療と地域医療に少しでも貢献できればと考え
ております。どうぞよろしくお願い申し上げます。私は山口大学医学部地域医療推進学講座での４年
間の勤務の後に、平成27年に広島大学病院総合内科・総合診療科（田妻進教授）に入局した後、同じ
国立病院機構の広島西医療センター・総合診療科の開設の役を拝命いたしました。地連だよりをお読
みの方で“総合診療科は言葉では分かるけれど具体的には何をするかよく分からない”という方は多
いと思います。そこで、この２年間における私の広島西医療センター・総合診療科の取り組みについ
て簡単に説明致します。赴任後最初に行ったのは、『病院の入り口整備』でした。大学病院をはじ
めとして大病院では、高度に専門科し
た医療に対応するため臓器別専門科が
設置されています。専門科へ受診する
際には、かかりつけ医からの紹介状が
必要であることが多く、既に病気の診
断がついており専門的治療が必要な場
合が多いと思います。しかしながら、
全くの初診であり体調不良であるが、
何処の科に受診したらよいかわからな
い方も多くおられるかと思います。そ
のような方が病院を受診される場合に
は、総合診療科を受診して頂ければ、
問診、身体診察、検査などを経た後
に、院内の専門科へ紹介することが可
能となります。そこで総合診療科外来 中村医師から研修医へのフィードバック



を月曜日から金曜日の毎日開設することで、初診（ウオークイン）や何処の科に受診したらよいかわ
からない患者さん方の利便性を図りました。早く診断して具体的方向性を示してあげることで、患者
さんのアウトカムに影響します『患者中心の医療』。
　次の取り組みは『病院の出口整備』でした。前述の取り組みにより総合診療科の外来患者、入院患
者数（平成28年度は前年度比で約1.3倍）も年々増加しましたが、非DPC病院の性質上、長期入院や
社会的入院も増加してきたため、急遽当科にて訪問診療（図）と往診、レスパイト入院を導入し、在
院日数の減少に寄与することが出来ました（平成27年度17.5日⇒平成28年度16.7日：総合診療科の
み）。我々のやった在宅医療の症例数も少なく採算性は合わなかったと思いますが、厚生労働省が推
進している『医療から介護へのシームレスなサービスの提供』や『地域包括ケアシステムの構築』に
一役買ったのではないかと自負しております。何よりもご自宅に伺った際の患者さんとそのご家族の
満足度が毎回非常に高かったのが印象的でした。また、訪問診療時には必ず初期研修医と認定看護師
（JNP）も同行することで地域医療とチーム医療を直に感じてもらうこと出来ました『卒後臨床教育
の実践』。
　広島西医療センター（旧：大竹国病）は、自分が生まれた病院でもあったため山口県から赴任して
来ても自分には地の利があった気がします。“その土地を知るには走るのが一番”と思っておりま
す。大竹市も毎月200kmは走行しましたので更に理解できました。先週も友人ランナー達と呉ポート
ピアパークで15kmのレペティショントレーニングを行いました。10月の江田島みかんマラソン10km
にもエントリー済（昨年も出場）です。地域と病院が変われば診療スタイルも変わるのも総合診療で
す『地域指向性アプローチ』。呉の地域を知り、総合診療科として貢献するために、まずは『地域を
走る』ことから始めたいと考えております。もし見かけたら是非応援して下さい。一緒に走ってくれ
る方も同時に募集しております。

地域医療連携に感謝
� 呉医療センター・中国がんセンター副院長
� 地域医療連携部長　中野　喜久雄
　地域の先生方には、常日頃より当院の地域医療連携業務にご協力いただきありがとうございます。
　一昨年度より、当院の地域医療連携事業に協力いただいている病院・医院の皆様へ感謝状と共に記
念品を贈呈しています。
　今年度は、急性期治療を終えた当センター患者さんを昨年一年間に約130件も受け入れて頂いた呉

中通病院を訪問して、感謝状と記念
品を贈呈いたしました（６月30日、
写真）。当センター谷山院長と私を
含む地域連携室スタッフが呉中通病
院岡崎院長ならびに病院職員の皆さ
んと談笑して、当方からの感謝の気
持ちを伝えると共に中通病院からの
ご要望を拝聴いたしました。
　今後も引き続き多くの病院・医院
の皆様と交流を持ち、感謝の気持ち
を伝えたいと考えています。より良
い地域医療連携を目指して地域医療
連携室スタッフ一同は努力してまい
ります。今後ともよろしくお願い致
します。



内科オープンカンファレンス

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～８月31日（木）
医長講義

症例１：循環器内科医師　　兵頭　洋平　医師
消化器内科医長　　山口　厚

地域医療研修センター特別講演会

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～８月７日（水）
演題および演者 「個人情報保護法改正に伴う人を対象とする

� 医学系研究倫理指針改訂について」
国立がん研究センター　企画戦略局長　
　　　　　同　　　　　中央病院　副院長　　藤原　康弘　先生

地域医療研修センター特別講演会

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～９月４日（月）
演題および演者 「下肢スポーツ傷害の診断と治療

　　　　　　　　　　―小児からプロ選手まで―」
広島大学大学院医歯薬保健学研究科
　　　　　　　整形外科学　教授　安達　伸生　先生

専　門 総合診療

資格等

プライマリ・ケア学会認
定指導医、病院総合診療
医学会認定医、総合内科
専門医（リウマチ、呼吸
器、循環器専門医）、認定
産業医、広島大学客員教
授

趣　味 医学史、登山、スキー、
陸上競技

ご挨拶

山口県岩国市出身で、山
口大学医学部を平成２年
に卒業しました。
その後は長く大学にいま
したが平成27年に広島
西医療センター（総合診
療科）に戻りました。西医
療では特に在宅に力を入
れて訪問診療を積極的に
行いました。
今後ともどうか宜しくお
願い申し上げます。

中村　浩士
総合診療科

専　門 産婦人科一般
資格等 日本産婦人科学会専門医
趣　味 温泉旅行

ご挨拶

後期研修医一年目に呉医
療センターで研修させて
いただきました。
あれから約７年を経て、
一児の母となりました
が、周産期医療に対する
思いはスタート時と同じ
です。
今後ともご指導の程よろ
しくお願い申し上げま
す。

佐川　麻衣子
産婦人科

新任医師の紹介



救急外来へのご紹介について
　救急車で搬送する患者さんのご紹介は、救命救急センター医師が症状等を直接お伺いさせていただ
きますので、「救急外来受付」まで電話でご連絡いただきますようお願い申し上げます。

平 日 昼 間　　８：30～17：15　　　０８２３－２２－３１１１　
土・日および夜間　　17：15～８：30　　　０８２３－２３－１０２０　

がんサロンのご案内
日　時：８月18日（金）
　　　　14：00～15：00
場　所：外来棟４階
　　　　地域医療研修センター１.２

内　容：「がん治療における歯科の役割」
講　師：歯科・口腔外科
　　　　奥村　俊哉　医師

PETだより（No.26）
・肺癌シリーズの７回目です。今回もPETの限界についてお話します。
・以前にSUVmax 2.5以上で肺癌の可能性が高いというお話をしましたが、実際の現場では炎症で

もSUVmaxが高値を示すことが少なくなく、形態的に肺癌様にみえる場合には、PETでも肺癌か
炎症か判別が困難なことがあります。

・以下に提示する症例は、肺腫瘍に対してPETを施行しましたが、肺癌か炎症かの区別は困難でし
た。

・現時点では腫瘍マーカーやCTにおける経時的変化などによる評価が基本とならざるを得ないと思
われます。

予約は当院の地域連携室を通してお願い致します。
� 放射線診断科科長　　豊田　尚之

図説明

50歳代女性、器質化肺炎。
図Ａ：CT横断像。左下葉末梢に直径12mm大の単発性腫瘍を認める（白矢印）。
図Ｂ：PET-CT。同腫瘍内にSUVmax 6.0のFDGの集積を認める（白矢印）が、

原発性肺癌か炎症か判別は困難である。組織学的に器質化肺炎と診断された。

図Ａ 図Ｂ



「中止薬指導連絡表（抗凝固・抗血栓薬中止）」の一部改訂についてのお知らせ
　赤線部分が追記されました。
　経口避妊薬、月経困難症治療薬においても手術４週間前から中止する必要があります。
　今年度より、安全性を高めるため内視鏡検査、治療の前に消化器内科外来受診をしていただくよう
になりました。引き続き、患者さんのご紹介をよろしくお願いします。



連絡先 〒737-0023 呉市青山町3番1号
国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター 治験管理室
TEL（0823）22－3111 ホームページ：http://www.kure-nh.go.jp/

国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター

地域医療研修センター臨床研究セミナー

⽇時 2017年 8⽉ 7⽇（⽉）１８:３0〜１９︓３０
場所 呉医療センター・中国がんセンター

管理棟4F 地域医療研修センター１・２
＊臨床試験に関与するスタッフは、ご参加ください。
＊セミナー参加者には受講証明書を発⾏致します。この受講証番号は倫理審査申請時に必要です。

2015年9月に「個人情報の保護に関する法律」が改正されたことに伴い、医療・医学にお

ける個人情報保護に関連する指針やガイドラインの一斉改正が進められ、2017年5月30日

にこれらは全て施行された。「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の当初改訂案

では、診療情報の研究利用に関しては全て個別に同意を得るというルールが提案されたが、

最終的には一定の条件を満たしている場合には、従来の指針通り個別の同意を取得しない

ままでの 研究利用が認められた。しかしその一方で、改正の論点は多岐に渡り、医療者や

研究者がその内容を正確に理解することは容易ではない。

本講演では、医療者や研究者が法と指針の関係を適切に理解できるよう、個情法と医療・

医学分野でのガイドラインとの関係を概観したうえで、学術研究の適用除外に関連する指針

の要点を整理したい。

◆当講演会は、院内外を問わず、医療関係者すべての方を
対象とさせていただいております。お気軽にご参加ください。

座⻑ 呉医療センター・中国がんセンター
臨床研究部⻑・呼吸器外科科⻑

⼭下 芳典
講師 国⽴がん研究センター 企画戦略局⻑

/ 同 中央病院 副院⻑

藤原 康弘 先⽣
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
お
け
る
薬
剤
師
・
検
査
技
師
の
役
割
」

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ

「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
薬
剤
師
・
検
査
技
師
の
役
割
」

 
Ｎ
Ｓ
Ｔ

 
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
・
中
国
が
ん
セ
ン
タ
ー

 
医
長
講
義
　
消
化
器
内
科
医
長
　
　
山
口
　
厚

 
症
例
１
．
 
 
循
環
器
内
科
医
師
　
　
兵
頭
　
洋
平

し
  
  
  
 自

己
研
鑽
で
専
門
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

 
内
科
オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
 
 
 

8
月
3
1
日

（
木
）

1
9
:
0
0
～
2
0
:
0
0

地
域
研
修
セ
ン
タ
ー
１
・
２

1
1
F
大
会
議
室

地
域
研
修
セ
ン
タ
ー
１
・
２

内
科

○
医
師
（
初
期
研
修
医
含
む
）

看
護
師

助
産
師

コ
メ
デ
ィ
カ
ル

全
職
種

院
内

向
け

薬
剤
部

栄
養
管
理
室

○

8
月
1
4
日

（
月
）

1
8
:
0
0
～
1
9
:
0
0

8
月
2
1
日

（
月
）

1
8
:
0
0
～
1
9
:
3
0

地
域
研
修
セ
ン
タ
ー
１
・
２

治
験
管
理
室

○
全
職
種

８
月

の
時

間
外

　
研

修
会

／
勉

強
会

研
修

会
名

日
　

　
時

8
月
7
日

（
月
）

1
8
:
3
0
～
1
9
:
3
0

対
象

職
種

担
当

部
署

講
　

師
　

※
敬

称
略

場
　

　
所

地
域

医
療

連
携

室
中
野
　
喜
久
雄
　
　
清
水
　
洋
祐

森
下
　
早
苗
　
　
　
河
野
　
由
佳

折
本
　
陽
一

TE
L：
（
08
23
）
２
２
−
３
８
１
６

〒
73
7−
00
23
�
広
島
県
呉
市
青
山
町
３
−
１

独
立

行
政

法
人

　
国

立
病

院
機

構
呉

医
療

セ
ン

タ
ー

・
中

国
が

ん
セ

ン
タ

ー


